
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

JUNETの日本語ユーザーインターフェース : 「創
稿」(第一版)

縄田, 毅史
九州大学工学部情報工学科

平原, 正樹
九州大学工学部情報工学科

荒木, 啓二郎
九州大学工学部情報工学科

https://doi.org/10.15017/1468200

出版情報：九州大学大型計算機センター広報. 22 (2), pp.130-137, 1989-03-15. 九州大学大型計算機セ
ンター
バージョン：
権利関係：



解　　　　説

JUNETの日本語ユーザインタフェース: 『創稿』 (第一版)

縄田穀史●,平原正樹■●,荒木啓二郎…

1はじめに

JUNET【11は計算機研究者のための実験ネッけ-クである。九州大学の大型計算横センター
でもJUNETのサービスを行っている。ところで、 JUNETを十分に活用するにはUNIXをよ

く知らなければならない。そこで我々は、 UNIXに不慣れの人でも手軽にJUNETを活用でき

るようにすることを目的として、ユーザイyクフェースプログブムr倉順J[2】を開発した。そ

して今回、九州大学大型計算横セyクーの汎用横のUNIXであるUTS上に移植したので、そ

の概要について述べる。

2 JUNETのユーザインタフェース一間原点と対策-

JUNETでは電子メイルおよび電子ニュースのサービスを行っている。このとき、利用者と

JUNETのサービスを受け持つUNIXマシyとの間には、ネットワークのサービスを行うプロ

グラムがある。以下、イyクフェースプログラムと呼ぶ。このインタフェースプログブムがネ

ットワークの使い勝手に大きな影響を及ぼす。

JUNETでよく使われているユーザイyクフェースプログラムは一般的には余り使い勝手が

長くない。特に、初心者を対象とした歩合にそれが明確となる。以下にその理由について述べ

る。

1. UNIX的なイyタフェースである。

UNIX的なイyタフェースであるというのには理由が二つある。

第-にコマyド文字列型のイyタフェースであるということ。コマyド文字列入力型の

イyクフェースはプpグブムのフTイル名をコマyドと見立て、そのコマンドを範み合

わせて複雑な操作をするというものである。これは、コマンドの機能や、どの様なコマ

ンドがあるかを記述したマニュアルが無いと利用で草ない。また、 UNIXの(shellの)イ
ンタフェースだけを使用しているのならまだいいのだが、コマyド自体が環境を持ち、

その中で更にコマyド文字列型のインタフェースを持つ場合がある。これにより、メイ

ルを扱う環境とニュースを扱う環境が不統一なインタフェースを持っている。

UNIXのshellをインタフェースとしたネットワークソフトウェアには"MH"、コマンド

自体が環境を持つものにはUNIXのもっとも標準的なソフトウェアである"mail","mailx"

等がある。

第=にオyブイyマニュアルが紙に出力することを想定した文事であるということであ

る。 UNⅨはコマンドの群和を育己述したマニュアルをオソブイyで提供する棲能を持っ

ているが、紙に印刷することを前操とした書式であり、何か分からないことがあったら
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即座に対応できるようなものではない。また、前にも言ったようなコマyド自体が環境

を持っている場合では、そのコマyドに対して、マニュアルが一つ存在するだけである0

2.日本語を扱う環境が無い。

UNIXの環境はもともとプログラムを開発する環境で、文章を記述する環境ではないo

また、 JUNETで一般に使われているネットワークソフトウェア(インタフェースプログ

ラムを含む)の多くは、コンピュータネッけ-タの先進国であり、英語圏であるアメリ
カで開発され、利用されてきたものである。そして、それを手底しして漢字が使えるよ

うにしている。そのため、浜字の文章を扱うには十分ではない。それから、マニュアル

や、プログラムの出力するメッセージはは英語のままであることが多い。 1

3.利用者はJUNETについての予備知識を必要とする。

利用者は、ネットワークアドレス等のJUNETの予備知識を知っている必要がある。初

心者のためのJUNETの利用方法が事かれたものに"JUNET利用の手引" (3】があるが、

初心者はこれを読むか、すでにJUNETを利用している人に開かなければならない。

以下、上記の間質点に対する対策を示す。

1.スクリーン指向・メニュー方式

スクリーン指向のユーザイyクフェースについては、 "vnews 、 GNU Emacsの上で動

く"Rmail", "Rnews", "GNUS"等がある。特に、 GNU Emacs上のイyクフェースは

-つの銃-された操作環境を提供している。

UNIXでは、 Termcapと呼ばれる鞘末属性データベースにより、様々な鞘末に対応でき
るので、それを用いてスクリ-y指向のプログラムを書くことができる。

GNU Emacs上でのイyクフェースはUNIXのshellのコマyド文字列入力型のインタ

フェースに対応して、コマyド対応キー入力型とも呼べるが、初心者の使用を考えた場

合、コマンド選択型のメニュー方式が考えられる。メニュー方式は使用法を利用者に暗

示的に蛙示できるので、使い方によっては初心者対策に有効である。

2.日本語化

まず第-に、日本語ワープロを作るということである。前にも事いたように、 UNIXは

プログラムを作る環境だったので日本語の文章をつくる横能を持ったワープロはあまり

無い。日本語版GNU Emacsにはフィルモードと呼ばれる横能があり、禁則処理などの

処理ができる。また、 Wnnがあれば仮名漢字変換入力もできる。しかし、 GNUEmacs

のオyライyドキュメントは膨大なため、ほとんどが英語のままである。

また、メイルやニュースのヘッダなどのフィールド名は実際にUNIXマシy同士の間で

やり散りする場合は英語であるが、これをなるべく日本語表示すれば分かり易い。

最後に、これとは別に、漢字をメッセージとして含むプログラムとして、移相性の問題

も出てきた。現在日本で使われている漢字のコードは主に3種類ある。どれにも対応す

る必要がある。

3. JUNET利用の手引きのオyライyでの提供

JUNETの利用のための情報に限らず、利用者がいま対面している状況に即した情報を提

供することが重要である。特に初心者に対しては操作法だけではなく、 JUNETの利用

におけるマナーなども提供できるのがよい。また、一皮画面を消して情報だけを表示し、

使うときには画面上にその情報が残っていないのでは不便なので、情報は常に画面上に

1マニ37ルについては日本醇に訳したものもある。
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表示できるようにするのがよい。そして、その情報が不用な上級者になれば情報を画面
から消しておくようにする。

3 『創稿j(篤I版)の横能

『別稿」の第-版を設計するに当たって前の章のようなことを考えたのだが、全てのことが

実現できているわけではない。第-版で実現したのは主に次の横能である。

・ユーザイyクフェース的な機能

1.コマンドメニュー選択方式

『別稿jの立ち上げ時にはメニュー状態になる。メニュー状態の他にはエディタのような

キー入力を受け付ける状態があるが、そのときにESCキーによりそのときに対応したメ

ニューを示すので、 ESCメニューと呼んでいる。

2.画面分割と説明ウィyドゥ

『別稿」では画面を横に最大3つまで分割するウインドウ表示ができる。その内一番下の

-つを説明用のウィンドウに割り当てている。この説明ウィンドウにはキー入力等の操

作説明を表示する。また、メニュー表示時にはメニューの着目行(反転文字の行)に連動
してそのメニュー項目の説明を表示する。

第-版ではJUNETの利用の手引等のJUNETに関する知識は表示していない。

3.ヘッダなどの情報の日本語化

-ツダのフィールド部や、 -ツダの本体で、容易に日本語に変換できるものは日本語に

変換して表示している。

例)到着メイルの日付-ツダ

Date: Thai, 12 May 88 15:20:13 jst

l

発情日付: 1988年　5月12日(木) 15時20分13秒j5t

4.日本語文章エディタ

入力した文章に対して、自動的に禁月膿と理を施すなどの機能がある。ワープロのように、

長い文章も行末で禁則処理をしながら、折り返し処理を行って表示する。そして、配送

を行うときには、自動的に文章を画面の各行ごとに区切って配送する。

このエディタに関してはエディタ自身としての機能が低いのが残念である。

・ネットワ一久ソフトウェアとしての機能

電子メイルに対してのサービスのみ実現している。電子ニュースについてのサポートはま

」KM

l.新肩メイルを読むための横能

2.読み終ったメイルを削除、またはmboxフ7イルに保存する横能

3.メイルを出す横能

4.返事のメイルを田す横能

5.返事のメイルに元のメイルの内容を引用する機能

6.外部エディタによるメイルの編集

九州大学大型計琵機センター広報
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JUNETの日本語ユーザインタフェース:r創稿」 (第一版)

4 『創捕Jの実現及び移植

『別稀jの第-版はIBMのUNIXワークステ-ショv IBM 6100上のAIX(システムV系)

において開発した。続いてこれをデータゼネラルのスーパーミニコンECLIPSE MV/10000上

のMV/UX(システムV系)に移植した。そして今回、九州大学大型計算横セyクーの富士通

の汎用大型機M-780上のUTS(システムV系)に移柑した0

5 『創捕Jの利用法

5・1利用環境(利用にIRI要な条件)

まず第-に、瑞宋属性データベースに利用者の使う端末が萱発されてなければならない。

次に環境変数を設定する。環境変数"TERM"に利用者の使う喝末名を設定する。すでに設定

されているときは何もしなくても長い。

例)

> setenv TERM pc9801

使用する端末は画面のサイズが横80桁、縦16行以上なければならない。

5.2　その他の環境変数の設定

以下の環境変数が有効である。

MAIL利用者の到着メイルのフ7イ^,名。設定する必要はない。

MBOX読み終ったメイルを保存するファイル。何も設定してなければ利用者のホームディレ

クトリのmboxファイルになる。

EDITOR外部エディタを起動する際のエディタ名。何も設定してなければviになる。

5.3　利用手順

『別稀Jは次のようにして起動する。

>　souko

すると図1のような画面になる。

起動後の利用の手塀についてはESCメニューと説明ウィyドゥを参照すれば長い。

5.3.1メイルの受信

メニューの「メイルを読む」という項目を選択する。選択の方法は2租類用意されている。

カーソルキーあるいは数字キーにより選択したい項目-反転行を移動する。そして、決定キー

(リターンキー)を押す。もしくは、メニュー行の項目の数字の次に括弧で囲んであら文字のキー
を押す。

続いて、到着メイルのリストが示される(図2)。これも、メニューの選択と同様に反転斤の
移動と決定キーを押すことで行う。

メイルの文章が表示される(図3)。メイルの文章がウィyドゥより長いときには残りの長さ
が表示される。それ以上ない場合は"終わり"の表示が出る。ウィyドゥ内の文章の頁をめく

るのはスペースキーを押すことで行う。返事のメイルを出す場合はESCメニューから「返事
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のメイルを出す」を選択すれば長い(図4)。 "終わり"の表示の後スペースキーを押すと前の

到着メイルのリスト表示となるe読み終ったメッセージには"読了"のマークが着く(図2)o

メイルを削除する場合は反転行を削除したいメイルの行に持ってきて`D'のキーを押す。

そして、 ESCメニューで「メイルをセーブ後終了」を選択する。

5.3.2　メイルの送信

メニューの「メイルを出す」という項目を選択する。すると、 -ツダのテyプレートが表

示される(図5)o 「受職人」にメイルを出したい相手のメイルアドレスを書く。複数の人に出
したいときは、カyマで区切ってメイルアドレスを並べる。 「刊受職人」に相手のメイルアド

レスを事いてもよい。次に、 「表題」を書く。 『別稿Jでは、必ず表在を書く必要がある。
拭いて、相手に出すメイルの文章を書く。このとき、メイルの-ツダ部とメイルの本体の

間は空白行を一行入れておかなければならない。 『創稿Jではこの行を入力不可能にしている。

『創稿jは仮名漢字変換ができないので、日本行文章を書く場合は端末側が仮名漢字変換をで

きなければならない。また、 『創稿Jのエディタは橡能が不足しているので、 ESCメニュー(図

6)から外部エディタを起動して文章の入力が行える。ファイルをインクルードする場合は外部
エディタを起動する必要がある。

メイルの文章を入力し終ったら、 ESCメニューより「メイルの配送」を選択し、メイルを

配送する(図6)0

6 『創稿J第二版へ向けて

『創稿Jの第-版は初心者が少し使うには有効であったが、本格的に使うには次の点で問題

があった。

1.エディタの機能が不十分であること

2.読み終ったメイルをMBOX以外に保存できないこと

3.以前読んだメイルを再び読めないこと

4.電子ニュースのサポートがないこと

5. JUNETの利用の手引をオンラインで用意してないこと

6.説明ウイyドゥの内容が読み難いこと

第二版の作成に当たっては、上の問題点を解決したいと考えている0
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図1:初期メニュー
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図2:到着メイルのリスト
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図3:到着メイルの表示

図4:到着メイ^,の表示の時のESCメニュー
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図5:返事のメイルの入力画面
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